
平
成
二
十
三
年
五
月
十
二
日
提
出

質

問

第

一

七

六

号

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
が
れ
き
処
理
に
係
る
政
府
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
が
れ
き
処
理
に
係
る
政
府
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
約
百
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
九
�
〇
の
大
地
震
が
発
生
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
巨
大
津
波
に
よ
り
、
特
に
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
三
県
の
沿
岸
部
で

は
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
超
え
る
死
者
が
出
て
、
更
に
は
、
津
波
に
よ
り
冷
却
機
能

が
破
壊
さ
れ
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
で
は
、
一
号
機
か
ら
四
号
機
ま
で
炉
心
が
融
解
し
、
多
量
の
放
射
線
が
発
生
す
る
事

態
が
生
じ
て
い
る
。
政
府
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
政
府
内
に
乱
立
し
て
い
た
震
災
対
策
組
織
を
三
本
部
に
集
約
す
る

等
、
復
旧
、
復
興
に
向
け
た
態
勢
を
よ
う
や
く
整
え
つ
つ
あ
る
が
、
具
体
的
な
復
旧
、
復
興
に
向
け
た
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
は
お
ろ
か
、
実
際
の
作
業
は
始
ま
っ
て
い
な
い
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
約
一
�
七
倍
、
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
各
県
で
そ
れ
ぞ
れ
約
六
百
万
ト
ン
、
千
六
百
万
ト
ン
、
二
百
九
十
万
ト
ン
、
合
計
で
約
二
千
四
百
九
十
万
ト
ン

に
も
上
る
と
言
わ
れ
て
い
る
、
震
災
に
よ
り
生
じ
た
が
れ
き
の
処
理
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
が
れ

き
を
処
理
し
て
初
め
て
復
旧
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
、
最
終
的
な
復
興
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
り
、
が
れ
き
の
処
理
は
、
ま
さ

に
被
災
地
復
興
に
向
け
た
「
一
丁
目
一
番
地
」
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
迅
速
な
処
理
の
実
現
を
図
る
に
は
、
何
よ
り
も
政
府
に

よ
る
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。
右
の
認
識
の
下
、
民
主
党
、
そ
し
て
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
所
属
の
議
員

一



に
よ
り
構
成
さ
れ
、
当
方
も
所
属
し
て
い
る
政
策
集
団
「
北
辰
会
」
の
中
で
議
論
さ
れ
た
内
容
を
基
に
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
に
よ
る
明
確
な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
設
定
に
つ
い
て

（
一
）

本
年
四
月
三
十
日
の
新
聞
報
道
（
例
え
ば
同
日
付
の
北
海
道
新
聞
夕
刊
）
に
よ
る
と
、
政
府
、
特
に
環
境
省
と
し

て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
が
れ
き
の
処
理
を
完
了
す
る
ま
で
に
必
要
と
さ
れ
る
時
間
は
三
年
で
あ
る
と

の
想
定
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
五
月
十
日
付
の
新
聞
報
道
（
例
え

ば
同
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
）
で
は
、
本
年
八
月
ま
で
に
が
れ
き
処
理
を
終
え
る
方
針
を
、
政
府
と
し
て
近
く
緊
急
災

害
対
策
本
部
を
開
き
、
正
式
に
発
表
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
、
今
次
の
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
が
れ

き
処
理
に
要
す
る
時
間
は
ど
れ
く
ら
い
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
根
拠
と
と
も
に
見
通
し
を
改
め
て
示

さ
れ
た
い
。

（
二
）

今
次
の
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
が
れ
き
の
処
理
は
、
第
一
義
的
に
被
災
地
の
市
町
村
が
担
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る

と
承
知
す
る
が
、
ま
ず
は
政
府
と
し
て
、
が
れ
き
処
理
に
向
け
た
明
確
な
時
間
軸
を
設
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
例
え
ば
、
漠
然
と
三
年
と
い
う
見
通
し
を
出
す
の
で
は
な
く
、
最
初
の
数
か
月
の
う
ち
に
写
真
ア
ル
バ
ム
や
位

牌
等
、
個
人
物
の
収
集
や
、
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
遺
体
の
捜
索
を
終
わ
ら
せ
る
、
そ
の
後
の
数
か
月
で

二



が
れ
き
を
す
べ
て
撤
去
す
る
と
い
っ
た
、
具
体
的
か
つ
明
確
な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
政
府
が
設
定
し
、
各
市
町

村
に
示
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

二

い
わ
ゆ
る
縦
割
り
行
政
の
打
破
に
つ
い
て

（
一
）

が
れ
き
の
種
類
に
つ
い
て
、
倒
壊
家
屋
等
は
環
境
省
、
津
波
に
よ
り
陸
上
に
上
げ
ら
れ
た
船
舶
等
は
海
上
保
安

庁
、
海
中
・
漁
場
に
あ
る
も
の
は
水
産
庁
、
放
射
能
に
よ
る
汚
染
が
懸
念
さ
れ
る
福
島
第
一
原
発
付
近
の
が
れ
き
に

つ
い
て
は
経
済
産
業
省
、
文
部
科
学
省
と
、
が
れ
き
処
理
一
つ
を
と
っ
て
も
担
当
省
庁
は
多
岐
に
渡
り
、
そ
れ
が
迅

速
な
処
理
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

（
二
）

（
一
）
で
指
摘
し
た
弊
害
を
打
破
し
、
迅
速
な
撤
去
を
進
め
る
た
め
に
も
、
一
元
的
に
が
れ
き
処
理
を
担
当
し
、

処
理
に
係
る
法
的
根
拠
等
を
整
理
し
、
各
市
町
村
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
部
署
を
政
府
部
内
に
設
置
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

三

所
有
権
等
に
つ
い
て

（
一
）

車
や
漁
船
、
家
屋
等
、
個
人
の
所
有
権
が
発
生
す
る
が
れ
き
の
処
理
に
つ
い
て
、
政
府
は
一
般
的
な
指
針
を
示
し

て
い
る
も
の
の
、
最
終
判
断
は
あ
く
ま
で
市
町
村
、
現
場
任
せ
に
な
っ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

三



（
二
）

各
自
治
体
に
よ
る
が
れ
き
処
理
が
迅
速
に
進
ま
な
い
最
大
の
要
因
の
一
つ
に
、
こ
の
所
有
権
の
問
題
が
あ
り
、
こ

の
こ
と
が
各
自
治
体
に
後
に
所
有
者
と
起
こ
り
得
る
ト
ラ
ブ
ル
を
懸
念
さ
せ
、
迅
速
な
処
理
を
た
め
ら
わ
せ
る
要
因

と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
政
府
と
し
て
、
例
え
ば
今
後
半
年
間
を
経
過
す
れ
ば
、
所
有
者
の
確
認
、
承
諾
な
し
に

処
理
を
進
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
法
的
措
置
を
取
る
こ
と
を
は
じ
め
、
後
に
ど
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
も
、
訴

訟
に
係
る
費
用
等
を
は
じ
め
、
最
終
責
任
は
国
に
帰
す
る
と
い
っ
た
態
勢
を
取
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
政

府
の
見
解
如
何
。

四

仮
置
き
場
・
廃
棄
場
の
確
保
に
つ
い
て

（
一
）

被
災
三
県
の
う
ち
、
が
れ
き
の
仮
置
き
場
・
廃
棄
場
を
確
保
で
き
て
い
る
の
は
宮
城
県
の
み
で
あ
り
、
他
の
二
県

で
は
十
分
な
仮
置
き
場
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
承
知
す
る
が
、
政
府
と
し
て
右
の
現
状
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る

か
。

（
二
）

東
北
三
陸
沿
岸
は
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
き
、
埋
め
立
て
地
と
し
て
の
仮
置
き
場
・
廃
棄
場
の
確
保
は
で
き
な
い
現

状
を
鑑
み
る
時
、
隣
接
す
る
他
県
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
右
に
つ
き
、
政
府
と
し
て
あ
く
ま
で
各
市

町
村
、
現
場
任
せ
の
方
針
を
取
る
の
で
は
な
く
、
被
災
地
の
要
請
を
ま
と
め
、
被
災
三
県
と
他
都
道
府
県
と
の
つ
な

四



ぎ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

（
三
）

が
れ
き
処
理
に
当
た
り
、
再
利
用
可
能
な
も
の
は
資
源
と
し
て
活
か
す
と
い
う
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
視
点
を
持
つ
こ

と
が
、
が
れ
き
を
迅
速
に
処
理
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
仮
置
き
場
・
廃
棄
場
を
確
保
す
る
上
で
も
有
意
義

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

（
四
）

今
回
津
波
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
地
域
を
復
旧
、
復
興
し
、
人
々
が
生
活
す
る
空
間
を
再
建
す
る
た
め
に
、
が
れ

き
を
土
地
を
埋
め
立
て
る
土
台
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
か
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

五

処
理
業
者
の
確
保
に
つ
い
て

（
一
）

政
府
と
し
て
、
が
れ
き
を
実
際
に
処
理
す
る
専
門
業
者
を
、
現
場
の
各
市
町
村
が
十
分
に
確
保
で
き
て
い
る
か
否

か
、
現
状
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
か
。

（
二
）

例
え
ば
津
波
に
よ
り
陸
上
に
上
が
っ
て
い
る
漁
船
を
解
体
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
る
被
災

地
域
の
造
船
業
者
の
う
ち
、
震
災
後
も
営
業
し
て
い
る
業
者
は
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
な
い
と
承
知
す
る
。
各
市
町
村

が
主
体
と
な
り
、
業
者
を
選
定
す
る
に
し
て
も
、
迅
速
な
処
理
を
進
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
政
府
と
し
て
も
、
各

市
町
村
に
専
門
業
者
を
紹
介
す
る
等
、
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

五



か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

（
三
）

政
府
が
つ
な
ぎ
役
と
し
て
各
市
町
村
の
が
れ
き
処
理
、
解
体
の
専
門
業
者
を
紹
介
す
る
に
し
て
も
、
可
能
な
限
り

被
災
地
に
お
け
る
雇
用
を
優
先
す
る
、
被
災
地
の
業
者
が
処
理
、
解
体
に
あ
た
れ
る
機
会
を
増
や
し
、
被
災
地
に
お

け
る
経
済
効
果
に
十
分
な
配
慮
を
す
る
等
、
被
災
地
に
経
済
的
利
益
が
波
及
す
る
仕
組
み
を
作
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

六

福
島
第
一
原
発
周
辺
の
放
射
性
物
質
に
さ
ら
さ
れ
た
が
れ
き
に
つ
い
て

（
一
）

福
島
第
一
原
発
周
辺
の
放
射
性
物
質
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
が
れ
き
は
、
廃
棄
物
処
理
法
を
根
拠
と
す
る
通
常
の
災

害
廃
棄
物
と
し
て
扱
え
ず
、
ま
た
放
射
性
廃
棄
物
の
扱
い
を
定
め
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
対
象
は
原
子
力
事
業
者

か
ら
出
た
も
の
の
み
で
あ
り
、
原
発
外
の
廃
棄
物
が
汚
染
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
い
な
い
原
子
炉
等
規
制
法
の

適
用
と
も
な
ら
ず
、
処
理
に
あ
た
っ
て
の
明
確
な
法
的
根
拠
が
な
い
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

（
二
）

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
政
府
、
特
に
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
と
環
境
省
が
、
本
年
五
月
九
日
よ
り
福

島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
放
射
線
に
汚
染
さ
れ
た
が
れ
き
に
つ
き
、
そ
の
量
や
種
類
、
放
射
線
量
等
の
測
定
を
始
め

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
結
果
は
い
つ
頃
ま
で
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
誰
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
し
て
公
表
さ
れ

六



る
見
通
し
で
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

（
三
）

政
府
と
し
て
、
（
二
）
の
結
果
を
公
表
し
た
後
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
放
射
線
に
汚
染
さ
れ
た
が
れ
き
の
処
理
を

進
め
る
考
え
で
い
る
の
か
。
福
島
第
一
原
発
周
辺
の
が
れ
き
は
、
原
子
力
安
全
委
員
会
に
よ
る
指
針
に
よ
れ
ば
、
レ

ベ
ル
�
の
極
低
レ
ベ
ル
放
射
性
固
体
廃
棄
物
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。
右
は
、
専
門
技
術
を
持
つ
放
射
性
物
質
処
理

業
者
に
よ
り
処
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
処
理
の
主
体
は
あ
く
ま
で
現
地
の
自
治

体
が
第
一
義
的
に
担
い
、
処
理
作
業
も
そ
れ
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
も
、
他
の
が
れ
き
処
理
の
場
合
と
同
様
、
現
地

の
自
治
体
が
担
う
こ
と
と
な
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
異
な
る
措
置
を
取
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
説
明
さ
れ
た
い
。

七

処
理
に
係
る
費
用
に
つ
い
て

（
一
）

政
府
と
し
て
、
平
成
二
十
三
年
度
第
一
次
補
正
予
算
の
中
で
、
災
害
廃
棄
物
処
理
に
三
千
五
百
十
九
億
円
、
廃
棄

物
処
理
施
設
の
復
旧
に
百
六
十
四
億
円
、
合
計
三
千
六
百
八
十
三
億
円
を
が
れ
き
処
理
に
係
る
費
用
と
し
て
計
上
し

て
い
る
が
、
今
次
の
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
約
二
千
四
百
九
十
万
ト
ン
に
も
上
る
が
れ
き
の
最
終
的
な
処
理
に
係
る

費
用
は
、
合
計
で
い
く
ら
に
な
る
と
考
え
て
い
る
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

（
二
）

仙
谷
由
人
内
閣
官
房
副
長
官
は
五
月
八
日
、
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
た
際
、
今
次
の
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
が
れ

七



き
の
処
理
に
つ
い
て
「
思
い
切
っ
た
特
例
措
置
を
議
論
し
て
お
り
、
ぜ
ひ
国
直
轄
の
方
向
で
や
り
た
い
」
と
の
発
言

を
し
て
い
る
と
承
知
す
る
。
右
は
、
政
府
と
し
て
費
用
負
担
は
も
ち
ろ
ん
、
処
理
自
体
も
国
が
一
義
的
に
担
う
と
い

う
意
味
か
。
明
確
な
説
明
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

八


